
当日資料２ 

第８次芦屋すこやか長寿プラン21 意見募集の結果 

（平成30年1月 19日現在）

１ 募集期間 

  平成 29年 12月 17日（日）～平成30年 1月 26日（金） 

２ 提出件数 

  2 人 5件 

３ 提出方法 

  メール：２人 5件 

  持 参：0人 0件 

  郵 送：0人 0件 

４ 意見内容 

内 容 該当箇所 件 数 

計画策定の背景と目的 P2～3 1 

施策の展開方向 P117～125 1 

基本目標4 P137～156 1 

その他意見  2 

合 計  5 

５ 取扱区分 

  区 分 件 数 

A（意見を反映） ０ 

B（実施にあたり考慮） 0 

C（原案に考慮済み） 1 

D（説明・回答） 4 

合 計 5 



第8次芦屋すこやか長寿プラン21（原案）へのパブリックコメント （平成30年1月19日現在）

１　 募集期間：平成29年12月17日（日）～平成30年1月26日（金）
提出件数：2人5件

２　 意見の趣旨及び市の考え方
取扱区分：A（意見を反映）0件，B（実施にあたり考慮）0件，C（原案に考慮済み）1件，D（説明・回答）4件

意見№ 該当箇所 頁 市民からの意見（概要）
取扱
区分

市の考え方

1
計画策定
の背景と
目的

P2～3

国の施策のを肯定的に説明していますが，介護保険
制度の大改悪を行う国の施策に追随するのではなく，
自治体としての課題と施策を検討する必要があると思
います。

D
法に基づく介護保険制度をもとに，本市としての
課題及び施策内容について，第4章に具体的に
記載しております。

2
施策の展
開方向

P117～125

高齢者が現役時代に身に付けた技術を使って定年後
も働くことで，生きがいになり，かつ，健康にもつながり
ます。例えば，高齢者が働く親の子育てに関わることで
子どもたちからもエネルギーをもらい，日々生き生きす
ると考えます。

C

本計画P89に「基本目標2」として，「地域社会活
動，生涯学習，就労など，高齢者が生きがいを
持って積極的に社会に参加できるよう自己実現
の機会の創出を一層推進していきます。」と記述
しております。また，P124の「施策の方向」にお
いて，シルバー人材センターの充実として子育て
支援事業を含む施策の実施について記述してお
ります。

3 基本目標4 P137～156

「施策の展開方向」として，「高齢者を地域で支える」，
「住民主体の見守り」とありますが，すでに地域住民が
実施していることであり，それができない時に行政がす
べきことを施策とすべきではないでしょうか。
基本目標4つのうち，市民にとって最も切実なのは基本
目標4「介護サービスの充実による安心基盤づくり」で
す。「施設整備」「専門職員の増員」を計画化すべきで
す。「介護職員の慢性的不足」に対する施策について
も，再検討する必要があると思います。

D

・住民主体の見守り体制については，今後の超
高齢化社会を見据え，更なる体制の充実を図っ
ていく必要があると考えております。
・「施設整備」につきましては，「地域密着型サー
ビス」の基盤整備計画をP154からP156に示して
おります。また，P148に記述しております入所待
機者の解消に向け，県が指定を行う特別養護老
人ホームの整備につきましても，P149に示すと
おり利用人数の増加を見込んでおり，県の整備
計画にも増加分を反映しております。
・「専門職員の増員」につきましては，P148に記
述しておりますように，市内事業者と必要な施策
について協議・検討した上で，事業実施してまい
ります。
・「介護職員の慢性的不足」につきましては，
P136に記述しております生活支援型訪問サービ
ス従事者研修などの実施により，新たな担い手・
人材の確保に努めます。

4
その他意
見

－
宮塚町の市営住宅跡地の建物を活動拠点にして，市
の魅力をアピールしてはどうかと思います。 D

芦屋市行政改革の「女性が輝く場の創出プロ
ジェクト」にて，活用について検討していますので
ご意見として頂戴します。

5
その他意
見

－
市民意見募集について，市民が質問、意見、提案など
を出しやすくするための工夫が必要ではないでしょう
か。

D 市民意見募集のあり方については今後も検討し
てまいりますので，ご意見として頂戴します。






